
平成２１年度 第１回高知県公共事業再評価委員会議事概要 

平成 21 年９月 25 日 13:00～17:00 高知共済会館３階 赤帝 

 

⑧地域活力創造交付金事業 ⑨⑩⑪道路改築事業（道路課） 

 委員長：交通量が少なくなると、効果も小さくなる。各路線で道路整備による時

間短縮はどの程度か。この場合の現道での速度はどの程度か 

道路課：国道 439 号木屋ｹ内バイパスで５分、国道 441 号川登バイパスで 1.5 分、

国道 493 号北川奈半利道路で８分、地方道窪川船戸で 2.4 分である。現

道の速度は実走速度である、 

 委員長：川登で冠水する頻度はどの程度か。 

 道路課：各年の冠水回数と冠水時間は、平成 16 年は２回で 30.5 時間、平成 17

年は１回で 23 時間、平成 19 年は１回で 16 時間、平成 21 年は１回で

7.5 時間となっており、平均すると毎年のように冠水している。当地は

堤防が無く、四万十川の増水により冠水する。 

 委員長：幡多市民病院へのアクセス強化による効果はどの程度か。 

 道路課：病院側に西土佐村からの来院数を問い合わせたが、既存のデータはなか

った。 

 委員長：全体事業費の B/C が 0.4～0.5 のものがある。北川奈半利道路は終了す

るが他は残り数年を要する事業である。例えば、産業振興ビジョンを

考慮すると B/C がこの程度増加すると言えるか。 

 道路課：市町村の産業振興ビジョンはあるが、地域の産業振興のためにこの道路

を整備するといった具体の計画がないのが実態。 

 委員長：全体事業費の B/C を上げる説明が必要であり、調べてほしい。 

 道路課：今後検討していく。 

委員長：窪川船戸で貨幣換算できない効果に観光振興がある。観光振興の要素を

入れれば B/C が大きくなるのではないか。道路整備による観光客増の効

果を見込んでいないか。 

事務局：工区が異なるが、幡多土木では、連休期間中の交通量の実態を把握して

いる。その数字を説明させる。 

幡多土木：国道 441 号の川登での連休中の交通量調査結果を報告する。５月６日

の交通量は 2,035 台、県内 1,433 台、県外 602 台。平成 17 年の資料

では 1,272 台となっている。お盆の８月 13 日は 2,932 台、県内 1,829

台、県外 1,103 台であり、県外車が多い。なお、今年の８月 13 日は

台風の直後で観光バスはこの時期を外しており、例年より少なめと思

われる。 

委 員：この調査を活かしてほしい。トンネルを切土に見直してコストを１億円

削減した事例を聞き、計画見直しの必要性を感じた。 



委 員：具体的な数字を聞くと納得できる。数字を示してほしい。 

委員長：実態数字を把握し、観光効果や公園利用効果等をどう生かすかを市町村

に求めるべきだ。効果を生み出す努力をしないと費用が生かされない。 

委 員：委員会の在り方の問題であるが、新たな統計量に基づき将来交通量を予

測したところ、交通量が減少したため B/C が１を下回ったという案件を

再評価するに際し、通常の再評価とは異なるスタンスで臨む必要がある

のかどうか、自分自身迷っている。 

事務局：直轄国道のB/Cが１を下回ったため、事業を一時凍結する事態があった。

これに対し、本県では多様な効果を示し再開した経過がある。今回の４

件は、全体の B/C は小さいが残事業の B/C は１を超えている。新規事業

の B/C は１を超える必要があるが、継続事業は残事業を重視して総合的

に評価願いたい。 

委員長：全体の B/C が１未満であっても、コストを縮減して残事業の B/C が１以

上を達成できれば、委員会として事業の継続可能というルールがある。

ただし、B/C が１未満の事業は、それなりの説明が必要である。直轄事

業を一時凍結した理由は、もう一度精査して欲しいという意志であると

理解している。B/C が１未満であるので、道路の完成に伴う効果等を示

すことにより、委員に納得のいく説明が必要である。 

委 員：今後の公共事業再評価委員会での審査の在り方につながる第一歩が始ま

っているように思う。 

委員長：今まで B/C が 1.5 あった事業が今は 0.5 になっている。交通量の減が B/C

の減になっている。高知県として何を評価すべきであるかという新たな

枠組みの中で継続の審議をしている。今は不透明な時期である。 

道路課：B/C が小さいから道路は不要という意見もあるが、事業を推進するには

県民の理解が得られるかが問題である。事業には公平性、透明性が必要

であり県民に納得できる説明が必要と思う。 

委員長：４件を一括で諮りたい。⑧⑨⑩⑪は継続Ａでよいか。 

 （全委員：首肯） 

委員長：継続Ａとする。 


